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消
防
法
に
よ
る
立
ち
入
り
検
査

に
消
防
隊
職
員
を
活
用
し
て
は

　

問　

市
で
は
、
消
防
法
に
基
づ

き
、
予
防
課
の
職
員
３
人
が
防
火

対
象
物
施
設
へ
の
立
ち
入
り
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。実
施
件
数
は
、 

平
成
20
年
度
が
96
件
、
21
年
度
が

93
件
、22
年
度
が
84
件
と
少
な
く
、 

実
施
率
も
そ
れ
ぞ
れ
約
４
％
と
近

隣
市
よ
り
低
い
。
そ
こ
で
、
予
防

課
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
消
防
隊

の
職
員
を
活
用
し
て
立
ち
入
り
検

査
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
３
人
の
女
性

消
防
職
員
が
救
急
救
命
士
と
し

て
、
救
急
業
務
に
従
事
し
て
い
る

が
、
24
時
間
勤
務
と
い
う
状
況
か

ら
も
、
長
い
期
間
勤
務
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
女
性

消
防
職
員
の
妊
娠
や
出
産
、
保
育

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

答　

実
施
件
数
に
バ
ス
へ
の
立

ち
入
り
検
査
を
含
ん
で
い
る
市
も

あ
り
、
本
市
で
も
、
２
７
４
件
行

っ
て
い
る
。
火
災
予
防
に
は
、
防

火
思
想
の
普
及
と
立
ち
入
り
検
査

の
両
方
が
大
切
で
あ
る
。今
年
は
、 

過
去
最
少
出
火
件
数
の
見
込
み
だ

が
、
防
火
思
想
の
普
及
を
図
る
中

で
、
市
民
や
事
業
者
の
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
た
結
果
と
考
え
て
い

る
。
消
防
隊
は
、訓
練
に
加
え
、ほ

か
の
業
務
も
多
く
、
火
災
等
災
害

発
生
時
の
迅
速
な
対
応
に
支
障
を

来
す
こ
と
か
ら
も
立
ち
入
り
検
査

へ
の
活
用
は
難
し
い
。
女
性
消
防

職
員
の
妊
娠
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
法
的
制
度
と
本
人
の
希
望

を
確
認
し
て
勤
務
し
て
も
ら
う
。

（
ほ
か
に
「
日
米
地
位
協
定
に
つ

い
て
」「
厚
木
基
地
内
の
雨
水
対

策
」
を
質
問
）

　

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男　

　

問　

最
近
、
白
線
の
消
え
か
か

っ
て
い
る
横
断
歩
道
が
、
市
内
に

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
横
断
歩
道

は
、
交
差
点
や
交
通
量
の
多
い
道

路
を
横
断
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

て
い
る
の
で
、
大
変
危
険
な
状
況

で
あ
る
。
県
公
安
委
員
会
が
、
横

断
歩
道
の
設
置
・
管
理
を
し
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
地
道

に
補
修
を
要
望
し
て
い
く
し
か
な

い
の
が
現
状
だ
と
思
う
が
、現
在
、 

何
箇
所
の
補
修
を
要
望
し
て
い
る

　

新
政
会　
　
　

比
留
川
政
彦

の
か
。
ま
た
、
要
望
し
た
箇
所
の

補
修
が
完
了
す
る
見
込
み
は
ど
う

か
。
補
修
は
要
望
し
て
か
ら
完
了

す
る
ま
で
に
２
年
ほ
ど
か
か
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
完
了
ま
で
に
子

ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
た
よ
う
な
事

故
は
発
生
し
て
い
な
い
か
。

　

答　

消
え
か
か
っ
て
い
る
横
断

歩
道
の
補
修
は
、
大
和
警
察
署
を

通
じ
、
県
公
安
委
員
会
に
要
望
し

て
い
る
。
平
成
21
年
度
か
ら
現
在

ま
で
に
73
カ
所
要
望
し
、
23
年
11

月
末
現
在
、
21
カ
所
の
補
修
が
完

了
し
て
い
る
。
な
お
、
県
全
体
の

中
で
予
算
を
執
行
し
て
い
る
た

め
、
今
後
、
大
和
警
察
署
管
内
で

ど
の
程
度
補
修
が
で
き
る
か
分
か

ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、

補
修
を
要
望
し
て
い
る
横
断
歩
道

で
の
事
故
は
、
幸
い
に
し
て
軽
微

な
も
の
も
発
生
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
い
つ
事
故
が
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
の
で
、
早
急
に
補
修

す
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
太
陽
光
発
電
に
つ
い

て
」「
自
殺
予
防
対
策
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

　

問　

原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
原
子
炉
を
２
基

搭
載
し
、
総
出
力
は
美
浜
原
子
力

発
電
所
に
匹
敵
す
る
規
模
で
あ

る
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
県
が

新
た
に
示
し
た
津
波
浸
水
想
定
で

は
、
津
波
の
高
さ
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
横
須
賀
港
に
接
岸
さ
れ
た
原

子
力
空
母
が
横
倒
し
に
な
る
よ
う

な
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。
横
倒
し

に
な
れ
ば
、
原
子
炉
冷
却
用
海
水

の
取
得
が
困
難
に
な
り
、
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
る

と
多
く
の
学
者
が
指
摘
し
て
い

る
。
福
島
の
原
発
事
故
を
踏
ま

え
、
横
須
賀
市
か
ら
30
㌔
圏
内
の

本
市
は
、
市
民
の
安
全
を
考
慮
す

る
と
、
原
子
力
防
災
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　

原
子
力
安
全
委
員
会
に
よ

る
原
子
力
施
設
等
の
防
災
対
策
で

は
、今
後
、原
子
力
発
電
所
か
ら
半

径
30
㌔
以
内
を
、
事
故
の
進
展
に

応
じ
て
避
難
す
る
緊
急
防
護
措
置

区
域
と
す
る
予
定
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。し
か
し
、船
舶
用
の
炉
は

原
子
炉
施
設
か
ら
除
く
と
し
て
い

る
。ま
た
、外
務
省
か
ら
の
情
報
で

は
、原
子
力
軍
艦
は
、50
年
以
上
に

わ
た
り
原
子
炉
事
故
を
起
こ
し
て

お
ら
ず
、
運
行
の
安
全
は
確
保
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本

市
の
地
域
防
災
計
画
で
、
原
子
力

災
害
へ
の
対
応
を
検
討
す
る
の

は
、
国
と
県
が
原
子
力
軍
艦
を
ど

う
取
り
扱
う
か
に
よ
る
の
で
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
原
子
力
発
電
所
と
事

故
に
つ
い
て
」「
都
市
公
園
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　
　
　
　
　
　
　

二
見　
　

昇　

　

問　

今
年
２
月
に
教
育
振
興
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
さ
ら
に

は
、
本
定
例
会
で
教
育
委
員
会
の

点
検
・
評
価
結
果
が
報
告
さ
れ
た

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
、
中
学

校
の
い
じ
め
問
題
に
対
し
、
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、

い
じ
め
問
題
の
早
期
解
決
に
は
、

保
護
者
と
学
校
の
相
互
理
解
や
信

頼
関
係
が
重
要
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
教
育
委

員
会
の
丁
寧
な
対
応
で
問
題
が
解

　
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム　

佐
竹　

百
里　

決
し
て
い
る
事
例
も
承
知
し
て
い

る
が
、
一
方
で
、
教
育
委
員
会
は

敷
居
が
高
く
、
相
談
す
る
こ
と
に

対
し
て
、
抵
抗
を
持
っ
て
い
る
保

護
者
も
多
く
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
保
護
者
と
教
育
委
員
会
を
つ

な
ぐ
支
援
策
を
検
討
し
な
い
か
。

　

答　

い
じ
め
問
題
は
、全
小･

中

学
校
の
問
題
と
し
て
対
応
し
て
お

り
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
防
止
を

図
る
た
め
に
、
心
理
相
談
員
の
充

実
な
ど
相
談
体
制
を
強
化
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、今
年
度
か
ら
は
、小

学
５･

６
年
生
と
中
学
１･

２
年
生

で
学
級
集
団
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
な
ど
、
校
内
指
導
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、保
護

者
へ
の
対
応
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
教
職
員
の

資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
各
種
研

修
を
通
し
て
、
対
応
力
向
上
を
図

っ
て
い
く
。
教
育
委
員
会
に
相
談

す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
と
の
意

見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お

り
、今
後
は
、各
種
相
談
窓
口
の
周

知
方
法
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　一般質問とは、議員が市の行政（一般事務）全般にわたり、市側に対し事務執行の状況及び将来に対す
る方針などについて所信をただし、あるいは報告、説明を求め、または疑問をただすことをいいます。
　質問は、議会に上程された議案とは関係なく、市の行政全般について認められるもので、議案に関す
る質疑とは本質的に異なり、質問には意見を加えても差し支えないとされています。
　また、議員主導による政策論議であることから、質問する議員はもちろん、受ける執行機関も十分な
準備が必要であるため通告制になっています。
　本市議会では、通告の際、質問の方法（一括か一問一答）を議員が選択することになっています。議
場では、１回目は登壇して通告内容すべてにわたり質問し、２回目からは自席で行います。

  【一 括 方 式】
　第１回目の質問は通告したすべての質問をまとめて行い、再質問は必要なもの
をまとめて行う方式。
　再質問の回数は２回までとし、質問時間は50 分以内。
  【一問一答方式】
　第１回目の質問は通告したすべての質問をまとめて行い、再質問は１問ごとに行う方式。
　50 分の時間制限内であれば、再質問の回数は無制限。

  詳しい内容は  詳しい内容は
　　　　 会議録で　　　　 会議録で
　市議会だよりは、紙面の都合で発言の
一部を掲載しています。

　詳しくは、市役所内情報
公開コーナー、市立図書館、
市議会に備えてある会議録
をご覧ください。
　また、インターネットで

も、会議録の閲覧や検索ができます。市
ホームページかアドレス http://www.
kaigiroku.net/kensaku/ayase/ayase.
html からご利用ください。
　なお、12 月定例会の会議
録は、2月下旬から閲覧でき
る予定です。

一般質問とは一般質問とは

質問の方法質問の方法

あ
や
っ
こ
り
ー

原
子
力
空
母
災
害
を
想
定
し
た

防
災
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か

中学校でのいじめ
問題への取り組み
と課題への対応は

消えかかって危険
な横断歩道の一刻
も早い補修を望む


